
特定行為研修修了者の紹介

◇特定行為とは

診療の補助であり、看護師が手順書により行う場合には、実践的な理解力、思考力及び判断力並びに高度かつ専門的な
知識及び技能が特に必要とされる行為（21区分38行為）である

特定行為研修を修了した看護師の特定行為の実施より、患者の状態を見極めたタイムリーな対応が期待できる

◇特定行為研修修了者

酒井 宏子 所属部署 看護部 特定行為研修担当

修了年 2016年

特定行為区分 ・ろう孔管理関連
・創傷管理関連
・創部ドレーン管理関連
・栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

藤井 純子 所属部署 看護部 総合・専門外来

修了年 2019年

特定行為区分 ・血糖コントロールに係る薬剤の投与関連
・栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連

手順書により、褥瘡回診日以外
にもデブリードマンを行い創傷治癒
管理を行いました。慢性創傷を
抱える患者に対し、在宅や転院
先と調整し、創傷治療と療養生
活の両面から看護介入できるよう
になりました。
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＜実践例＞褥瘡保有患者へのタイムリーな創傷管理による創傷治癒促進

2015年に厚生労働省が施行した「特定行為に関わる看護師の研修制度」に基づいた研修を修了し登録され、手順書に
より特定行為が実施できる看護師である

◇特定行為研修修了者とは

＜実践例＞化学療法中の患者へ不安定な食事や活動に応じたインスリン調整の教育により低血糖および重症高血糖を回避

医師の指示をもとに不規則なシフ
ト勤務者や、治療スケジュールに
よって血糖変動が生じやすいがん
治療中の患者に対し、体調や生
活イベント、患者の望みに寄り添っ
たインスリン調整を提案できるよう
になりました。
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糖尿病医・がん治
療担当医と血糖コン
トロールの方針を検
討・調整

血糖に影響を与える
要因を包括的にア
セスメントし療養支
援・教育・訪問看護
との連携


